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ご　挨　拶
早稲田大学産業経営研究所	所長　中　村　信　男
　産業経営研究所所長の中村です。本日は、土曜日にもかかわらず、多数の参加のお申し込みを
いただいており、研究所を代表しまして、心より御礼を申し上げます。
　早稲田大学産業経営研究所は、早稲田大学における産業経営の中心的な研究機関として 1974
年に設立され、今日に至っております。今日まで企業あるいは産業に関する幅広い領域の諸問題
に各研究員が精力的に研究を展開してきました。
　こうした研究活動の一環として、当研究所では毎年 5 月頃、主に学界の方々を対象に、その時々
の先端的なテーマについてさまざまな研究分野から報告を行い、幅広い視点から検討を加えるこ
とで問題の本質や核心に迫ることを目的に、アカデミック・フォーラムを開催してきました。
　今回、24 回目となりますアカデミック・フォーラムは、我が国だけではなく、先進諸国の資
本市場にとって共通の課題というべき上場会社の財務報告の適正確保と、これを支え担保する財
務諸表監査の実効性確保の方策と具体的な方法を探ろうと考え、重要な問題を提起したケースを
取り上げて、そこから監査論や法律学として酌み取るべき教訓や示唆を得ることを目的として開
催するに至りました。
　本日のアカデミック・フォーラムのテーマを「1990 年代の主要な企業不祥事と財務諸表監査
―教訓と今日的意味」としましたのは、今申し上げた趣旨によるものです。もっとも、本日取り
上げるケースは、それぞれ 20 年程度前のものですが、今回のアカデミック・フォーラム開催の
趣旨に鑑みいずれも重要な事例です。そこで、これらケースを、本日のアカデミック・フォーラ
ムのコーディネートをしてくださった早稲田大学商学部の鳥羽至英教授、および亀岡恵理子博士
がまず監査論の立場から分析します。次に、公認会計士の伊藤醇先生からは実務でのご経験をも
とに報告を行っていただきます。その上で、法律学の観点から、早稲田大学商学部教授の和田宗
久先生が横断的な検討を加え、監査論、会社法、あるいは金融商品取引法の交錯する問題として、
財務諸表監査のあり方を改めて問い直してくれるものと期待しています。
　このように、今回のアカデミック・フォーラムは、学際的な研究の可能性を模索する内容とな
ると考えておりまして、その名に相応しい企画になると確信しています。
　さらに、本日は、特別講演としまして、A.	Rashad	Abdel-Khalik 教授（University	of	 Illinois）
に「Enron’s	accounting	for	prepaid	swaps	as	cash	flow	from	operations:	the	untold	story」と題
する特別講演を行っていただきます。これにより、本日のアカデミック・フォーラムが国際的な
研究の広がりを得ることができると確信しており、当研究所として非常に光栄かつ有意義なこと
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と考えています。
　以上のことを期待いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。本日は、どうぞよろしくお
願いいたします。
※ A.	Rashad	Abdel-Khalik 氏の講演内容につきましては都合により割合しておりますのでご了
承下さい。
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